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歌って元気に！昭和歌謡ショー

７月４日、本郷ふるさと交流館で「シニアのため
の昭和歌謡ショー」が開催されました。出演したの
は、メンバー全員が70歳代というアマチュアバンド
「じゃまいか」。演奏が始まると、観客の皆さんも
自然と口ずさみ、ときおり手拍子をしながらステー
ジを楽しみました。演奏の合間には、人生経験豊か
なメンバーならではの“クスッと笑えるこばなし”
もあり、会場は笑いと盛大な拍手に包まれました。
来場者からは「音楽と笑いで元気をもらえました」
といった感想が寄せられ、なつかしさとともに心あ
たたまるひとときとなったようです。

８月５日、本郷ふるさと交流館で小学生を対象
とした「竹で工作！パンフルートを作ろう」が
「いわくに竹楽坊」の皆さんを講師に迎え、開催
されました。パンフルートとは、長さの違う管を
横に並べて作られ、息を吹き込むことでさまざま
な音階を奏でられる民族楽器です。今回は、竹で
作りました。竹の中には調整用のコルクを詰め、
音の高さを確認しながら丁寧に仕上げていきまし
た。最後は、作ったパンフルートで「カエルの
歌」に挑戦。なかなか音が出ない子もいましたが、
だんだんと良い音色が響くようになり、ものづく
りと音楽の楽しさにふれる一日となりました。

７月25日、ほんごう保育園で夏まつりが開かれ、
園児たちの元気な声が響き渡りました。子どもた
ちは手作りのお神輿を担いで元気よく登場し、続
いて、かわいらしいお遊戯が披露されると保護者
からは大きな拍手が送られました。
その後は保護者と一緒にヨーヨー釣りやゲーム

を楽しみ、笑顔の絶えない時間となりました。給
食の先生が腕をふるった焼きそばも用意され、大
人も子どももおいしそうにほおばり、夏まつりの
味を堪能していました。
笑顔と元気に包まれた夏まつりは、園児たちに

とって心に残る夏の思い出となりました。
園児たちの作ったお神輿は、本郷郵便局に９月

末まで展示されています。
ぜひ、力作をご覧ください。

笑顔あふれる夏まつり

パンフルートを作ろう！



９月 １１日（木） １０：００～ 本郷町敬老会 本郷ふるさと交流館

９月 　１日（月） １３：００～ 包丁の研ぎ方教室 本郷ふるさと交流館

９月 　９日（火） 　９：３０～ 人権相談 本郷ふるさと交流館

行　　事　　名

９月 １７日（水）

月　　日

本郷ふるさと交流館

９月の主な行事予定

１９：３０～

　９：３０～ 行政相談

９月 ２６日（金） 子供体験教室「星の観測会」

本郷ふるさと交流館

時　　間 場　　所

～生ごみ処理機器を購入する費用を補助します～

生ごみを自家処理するための処理機器購入費の
一部を補助します。

〇対 象
市内に居住し、生ごみ処理機器を購入した人

〇補助金額
１基につき購入価格の２分の１以内
（電気式＝３万円、一般式＝４千円を限度）

〇補助基数
１世帯当たり電気式＝１基、一般式＝２基まで

〇申請方法
生ごみ処理機器を購入後、必ず60日以内に環境
事業所または本郷支所に連絡して問い合わせて
ください。

※領収書は購入者名（申請者）、購入日、購入金
額、購入機器名、購入した店舗名の記載が必要

※個人売買によるものは対象外
※５年以内に補助を受けた人は対象外ですが、基
数や種類によって補助を受けられる場合があり
ますので、お問い合わせください。

〇問い合わせ
環境事業所☎３１－７７１０

本郷支所市民福祉班☎７５－２５８２

～放任果樹の枝打ち用機材を貸し出します～

市内で、鳥獣被害の防止を目的として、エサ場
となる放任果樹などの樹木の枝打ちや、隠れ場所
となる藪の伐採などを行う場合に、必要な機材を
無料で貸し出します。

〇対 象
・市内に居住、または市内に土地を有する個人
・市内に所在する自治会、学校、官公署、企業
その他の団体

・上記の者からの要請を受けて環境改善の取組
を行う者

〇貸出機材
・充電式高枝チェーンソー 一式
・充電式チェーンソー 一式
・ヘルメット・防護服

〇貸出期間 30日以内
〇必要書類
・岩国市集落等環境改善機材貸出申請書
・利用場所がわかる位置図
・申請者の本人確認書類（運転免許証等）
・伐採前後の写真

※機材の使用に必要な消耗品等（オイルや電気代
を含む）は申請者において準備してください。

※貸出状況によりお待ちいただく場合があります。

〇問い合わせ・申請書提出先
美和総合支所
農林建設課☎９６－１１１２

クマへの注意をお願いします ～人身被害を防ぐために～

〇クマを呼び寄せないために
・残飯や生ごみを野外に放置したり埋めたりしない
・果実の早期収穫や不要な果樹は伐採する
〇クマに出会わないために
・クマ鈴やラジオなど音のでるものを携帯する
〇もし出会ってしまったら
▶こちらに気づいていない場合は静かにその場から
立ち去る
▶こちらに気づいていてクマとの距離が十分にある
場合は背中を見せず、ゆっくり離れる。※背中を
向けて走ると本能的に追いかけてくることがある

▶近づいて来る場合は持ち物を置いて注意をそら
し、クマとの間に障害物がくるように後退する。
それでも近づく時は首の後ろで手を組み、うつ
伏せで丸くなり、立ち去るのを待つ
▶子グマがいれば必ず近くに母グマがいるので注
意する

※クマの目撃情報は、美和総合支所農林建設課ま
で連絡してください。

〇問い合わせ
美和総合支所農林建設課☎９６－１１１２


